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『子どもたち　４人をいっきに　ギューできる手が８本ほしいなぁ～』とつぶやく母　


（３年　柘植 隆希さん 作 ）
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〈アメリカインディアンの教えから〉


★けなされて育つと、子どもは人をけなすようになる。


★とげとげした家庭で育つと、子どもは乱暴になる。


★不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる。


★「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもはみじめな気持ちになる。


★子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる。


★親が他人をうらやんでばかりいると、子どもも人をうらやむようになる。


★叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう。


☆励ましてあげれば、子どもは自信をもつようになる。


☆広い心で接すれば、キレる子にはならない。


☆ほめてあげれば、子どもは明るい子に育つ。


☆愛してあげれば、子どもは愛することを学ぶ


☆認めてあげれば、子どもは自分が好きになる。


☆見つめてあげれば、子どもは頑張りやになる。


☆分かち合うことを教えれば、子どもは思いやりを学ぶ。


☆親が正直であれば、子どもは正直であることの大切さを知る。


☆子どもに公平であれば、子どもは正義感のある子に育つ。


☆和気あいあいとした家庭で育てば、


子どもはこの世の中はいいところだと思えるようになる。


（★☆印はこちらで付けたものです）





上にある詩は、「楽しい子育て全国キャンペーン」で募集していた、三行詩の応募作品の一つです。ご自身の愛情を表現するために、体が足りないことを実感されているお母さんの顔が目に浮かぶようです。そのつぶやきを聞く子どもたちも、嬉しい笑顔を見せていることが想像できます。なにげないお母さんのこのつぶやきこそ「子どもが育つ魔法の言葉」だと言えます。


下の詩は、ずいぶん前に世界中で大ベストセラーになり、日本でも１２０万部以上売れた『子どもが育つ魔法の言葉（ドロシー・ロー・ノルト著　石井 千春 訳）』という本です。その一部をご紹介します。














共感できる内容です。また、子育ての不安や迷いを乗り越え、いつも家族が笑顔でいてほしいと願うのは、国や時代が違っても変わることのない親心だと思います。私（教頭）も中学生の子を持つ親です。子どもが中学生になれば、子育ても幼少期のように手はかかりませんが、悩んだり、自信をなくしたりするような試練の中で、子どもは言葉かけ（支援）を必要とします。「共に育つ」という気持ちで、見守ることや寄り添うことを楽しんでいきたいと考えています。











